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に，PCI 測定における試料容器を NH3雰囲気下で利用可能な NMR チューブや
FT-IR測定用セルに置き換え， PCI測定と NMR測定や FTIR測定を組み合わせ
ることで，NH3雰囲気下において任意の量の NH3を吸蔵した NaBH4の分光分析
を行った。 
NH3-LiH 系において，添加物を LiH 中に分散させるために，遊星型ボールミ
リングによる機械粉砕処理を行った。NH3との反応における反応率は，反応前後
における質量変化から見積もった。また,反応前後における試料の相同定を行うた




平衡圧下において 11B NMR 測定を行った結果，ブロードなシグナルとシャー
プなシグナルの 2種類が観測され，固体 NaBH4と液体 Na(NH3)2BH4が共存して
いることが分かった。さらに，平衡圧よりも高い圧力領域においては，シャープ
なシグナルのみが観測されたことから，すべての濃度領域で NaBH4の NH3吸蔵
































第 5 章では第 4 章で得られた結果及び考察をまとめた。 
NaBH4の NH3吸蔵過程を NH3雰囲気下 NMR測定や FTIR測定を用いて分析
し，議論した。NaBH4の NH3吸蔵反応により形成される Na(NH3)xBH4 (x≧2)
はすべての濃度領域で液体であり，NH3濃度の増加に従い，NaBH4や NH3の 1H 
NMRシグナルが連続的に変化することが分かった。従って，NaBH4の液化を伴






異なり，触媒中に吸蔵され濃縮された NH3と LiH の接触頻度が高くなることに
より，反応が促進されるというメカニズムを有すると考えられる。 
